
次世代ハイビジョンワールドを支える先進技術
Advanced Technologies to Support Next Generation Hi-Vision World

先端と信頼の技術で支える日立ハイビジョンワールド
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はじめに

近年のデジタル技術と家電製品の融合・進化によりこ

れまで考えられなかった高度な利便性がユーザーに提

供され，それにより新しい価値に基づいたライフスタイル

が創造されてきている。特にデジタル家電を情報ネット

ワークに接続することで，利便性が飛躍的に高まり，ライ

日立製作所はITによる生活の高度な利便性の実現を

目標に，ユビキタス情報社会の構築に向け，活動を推

進している。その中で，特に映像情報分野では，他社に

先駆けて映像表示機器のハイビジョン対応や，オート映

像ダイジェスティングに代表される高機能搭載により，高

画質映像や快適な使い勝手をユーザーに提供してきて

いる。

今後，地上デジタル放送エリアの拡大によるハイビ

ジョン放送の本格普及に伴い，映像コンテンツの高精

細化が急速に進み，さらに，進化する放送と通信の融合，

IP化と高速化，ストレージ容量の拡大によるマルチチャ

ンネルの長時間録画対応などにより，ユーザーのライフ

スタイルは大きく変化していくと考えられる。

日立製作所は，ハイビジョン映像を，どこからでも安心

して，しかも快適に取り扱える次世代のハイビジョン映像

ライフを実現するため，グループ会社とともにコア技術の

先行開発に取り組んでいる。

■武田秀和 Hidekazu Takeda ■水上博之 Hiroyuki Mizukami
■渡辺克行 Katsuyuki Watanabe

フスタイルはいっそうの進化を遂げると考えられる。

日立製作所は，ユビキタス情報社会の構築に向けた

活動を推進する中で，特に映像・情報分野では，他社に

先駆けて映像表示機器のハイビジョン（HD：High Defi-

nition）対応や，オート映像ダイジェスティングなどの高機

能搭載により，高画質や快適な使い勝手をユーザーに

提供している。また，グループ会社を含めて保有する
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製品製品を支える技術技術 製品を支える技術 

将来技術将来技術 将来技術 

薄型テレビ 

高画質信号処理 

IPS液晶パネル 

LEDバックライト 

携帯電話向け地上デジタル放送受信 

高性能DSP

ALISパネル 

地上デジタル放送受信 

HDD（iVDR, マイクロドライブ） 

光ディスク（DVD/BD） 

動画像高圧縮符合化 ナノテクノロジー 

知的ユーザーインタフェース 

ネットワーク連携 

映像ダイジェスティング 

地上デジタル放送受信 

HDD/DVD 
アプライアンス 

BBパソコン 

注：略語説明 HDD（Hard Disc Drive），iVDR（Information Versatile Disc for Removable Usage），DVD（Digital Versatile Disc），BD（Blu-ray Disc），ALIS（Alternating Lighting of Surfaces）
IPS（In-Plane Switching），DSP（Digital Signal Processor），LED（Light Emitting Diode），BB（Broadband）

「次世代三種の神器」と位置づけられる製品群を支える技術と将来技術
日立製作所は，薄型テレビ，HDD/DVDアプライアンス，およびBBパソコンを「次世代三種の神器」と位置づけ，ユーザーへ提供できる価値の増大に努めている。これらの製品で

は，グループ各社を含めて保有するキーデバイスを先行搭載する垂直統合型の展開を図るとともに，将来に向けた先行技術開発を推進している。
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キーデバイスを生かした垂直統合型の製品開発を進め

ることで，各分野で先進性の高い製品を提供している。

ここでは，今後の地上デジタル放送エリアの拡大によ

るハイビジョン放送の本格普及に伴い，急速にハイビジョ

ン化が進む映像コンテンツを，いっそう自由に，しかも快

適にアクセスできる，新しいライフスタイル，すなわち，日

立製作所が目指すこのような次世代ハイビジョンワールド

のコンセプトと，それを支える先進技術について述べる。

市場動向と製品動向

デジタル家電関連の市場動向と製品動向を図1に

示す。

通信系および放送系の三大基盤に関しては，今後特

に，地上デジタル放送（携帯電話向けを含む）による通信

と放送の融合化，光通信によるFTTH（Fiber to the

Home）や無線通信での4G（4th Generation）サービス

など，通信の高速化が進むと予測される。

また，わが国では2006年末には地上デジタル放送の

全国展開（世帯カバー率約79％）が図られ，ハイビジョン

放送の本格普及期に入る。全世界的にも，デジタル放送

への移行とコンテンツのハイビジョン化の動向が明らかに

なってきた。

市場動向に対応し，テレビ分野では薄型テレビの普及

が進むとともに，ハイビジョン対応が進展し，同様にビデ

オ分野でも，ハイビジョン放送の普及に対応した大容量

ストレージを有するレコーダの需要が増加すると考えられ

る。同様に記録型光ディスクの大容量化需要も高まり，

2006年ころからBD（Blu-ray Disc）などの次世代メディア

に対応した製品の市場投入が活発化する見込みであ

る。パソコン分野では三大インフラへの対応とAV機能と

の融合を図ったBB（Broadband）パソコンへの変換が進

むと考えられる。

技術開発に向けた取り組み

前述したような市場動向を受け，日立製作所は，薄

型テレビ，HDD（Hard Disc Drive）/DVDアプライアン

ス，およびBBパソコンを「次世代三種の神器」と位置づ

け，ユーザーに提供する価値向上のため，以下の技術

開発に注力している。

（1）高画質化（薄型テレビ，BBパソコン）

（2）大容量，長時間録画（HDD/DVDアプライアンス，

BBパソコン）

（3）デジタル新放送受信（BBパソコン）

これらの技術開発を通じて，地上デジタル放送による

ハイビジョンコンテンツの普及と，IP化・高速通信などの

ネットワークの普及を基に，ハイビジョンの高画質映像を

さらに使い勝手よく楽しめるハイビジョンワールドの構築を

目指している。また，製品横断的な共通プラットフォーム

の構築により，信頼性・開発効率向上と全世界展開を推

進していくほか，将来製品のコアになると考えられる先行

技術開発の推進にも注力していく（図2参照）。
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市場動向 

無線系 

放送系 

日本 

テレビ 

ビデオ 

パソコン 

ハイビジョン化進展 

ハイビジョンレコーダ（BD） 

従来型パソコン→BBパソコン 

CRT→PDP・液晶（SD中心） 

VTR→DVDレコーダ 

－ 

中国 

欧州 

米国 

有線系 

3G→4Gサービス 

3波+携帯電話向け地上デジタル放送 

FTTH（光ファイバ） 

高速携帯通信 
融合化 
と 
高速化 

地上デジタル放送導入期 

ADSL

2001年～2004年 

▼2003年12月地上デジタル放送開始 

▼2005年地上デジタル放送開始 

▼2006年3月モバイル 
　地上デジタル放送開始 

2011年▼ 
アナログ放送停止 

2015年▼ 
アナログ放送停止 

▼2006年アナログ放送停止 

2006年～2007年：イタリアなど 
アナログ放送停止 ▼～2003年：英・仏・伊・西デジタル放送化 

▼1998年：デジタル化 

2005年～2008年 

製品動向 導入期 普及期 

三
大
イ
ン
フ
ラ 

デ
ジ
タ
ル
放
送 

注：略語説明 IP（Internet Protocol），ADSL（Asymmetric Digital Subscriber Line）
FTTH（Fiber to the Home），CRT（Cathod-Ray Tube）
PDP（Plasma Display Panel），SD（Standard Definition）
VTR（Video Tape Recorder），DVD（Digital Versatile Disc），BD（Blu-ray Disc）

図1 市場動向と製品動向
三大インフラの融合と高速化が進行し，デジタル家電製品は導入期から本格

普及期へ移行すると考えられる。また，HD（High Definition）放送の本格普及
を背景に，ハイビジョン化が進展する。

製品戦略：「次世代三種の神器」 

信頼性・開発効率向上 

先行技術開発 
ネットワーク連携, 知的ユーザーインタフェース, ナノテクノロジー… 

•製品横断的共通プラットフォームの開発 
•地上デジタル ハイビジョン ワールドの全面展開 

全世界展開 

技術開発のポイント 

薄型テレビ 

• PDP：ALISパネル 

• LCD：IPSパネル 

HDD/DVDアプライアンス 

•大容量化・高速化 

•特徴機能強化 

BBパソコン 

•地上デジタル放送 
受信対応 

•高画質化 

注：略語説明 ALIS（Alternating Lighting of Surfaces），LCD（Liquid Crystal Display）
IPS（In-Plane Switching），HDD（Hard Disc Drive），BB（Broadband）

図2 製品戦略と技術開発のポイント
「次世代三種の神器」を中心に，地上デジタルハイビジョンワールドの全面
展開を進めるとともに，製品横断的な共通プラットフォームの開発により，開発
効率の向上と全世界展開を図っていく。
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次世代ハイビジョンワールドを支える先進技術

「次世代三種の神器」を支える技術

技術開発のポイントとしては，ハイビジョン対応の全面

展開を中心に高性能・高機能化を推進し，その後，複

雑化する製品操作を意識することなく，安心・快適にハ

イビジョン映像を楽しめるようなインテリジェンス化を進めて

いく考えである（図3参照）。各製品分野における技術開

発状況と今後の計画について以下に述べる。

4.1 高画質化技術
日立グループは，薄型テレビにおいて独自技術を用い

たキーデバイスであるALIS（Alternating Lighting of

Surfaces）方式PDP（Plasma Display Panel）とIPS（In-

Plane Switching）方式液晶パネルを有しており，さらな

る進化のため技術開発を推進している。

PDPパネルでは，フルハイビジョン（1,920×1,080本）で

の発光効率の向上により，高コントラストと省電力化を積

極的に進めている。液晶パネルでは，TFT（Thin Film

Transistor）画素の開口率アップによる輝度向上や，黒

映像挿入と同期させたバックライトブリンク方式の採用に

より，高コントラスト化と優れた動画特性を実現している。

さらに，IPSパネルの長所を十分に引き出すための技術

として，色再現範囲の拡大が図れるLED（Light

Emitting Diode）バックライトの採用を検討中である。こ

のような液晶パネルの技術はBBパソコンにも適用する。

日立製作所はプロジェクション方式でも固定画素での

ハイビジョン対応を進めており，反射型液晶素子LCOS

（Liquid Crystal on Silicon）を用いた光学エンジンを開

発している。また，超薄型表示デバイスとして期待されて

いる有機EL（Electroluminescence）パネルなどのデバ

イス開発と，テレビへの応用についても研究開発を進め

ている。

また，パネルに加えて，“Picture Master”に代表され

る高画質信号処理技術をさらに進化させることにより，

色や階調の再現忠実度が高い画像をユーザーに提供

していく考えである。

4.2 大容量・長時間録画技術
HDDに関しては，HDD/DVDレコーダのハイビジョン

コンテンツ長時間録画に対応するため，垂直磁気記録

技術などの記録密度向上（1平方インチ当たり200 Gビット

以上）技術の適用により，3.5型ドライブで1Tバイトを目標

に開発を進める。また，小型製品における大容量データ

の記録ニーズに対応して，1.0型ドライブの大容量化も推

進している。光ディスクに関しては，BDの新規格（BD-

RE バージョン2.0，同-ROM バージョン1.0）に対応した

BDドライブ技術をAV用BDレコーダへ展開していく。

さらに今後，高画質のコンテンツをもっと長時間記録し

たいというニーズに応えるために，高圧縮動画像符号化

技術の適用により，高画質で長時間記録が可能なスト

レージ機器の開発を推進していく。

また，長時間録画したコンテンツをすばやく検索し，短

時間で視聴するための使い勝手を高めるアプリケーショ

ンも並行して開発を進めている。

4.3 パソコンでのデジタル放送受信技術
パソコン業界では，AVとの融合が急速に展開されて

きており，日立製作所が目指すBBパソコンでは，4.1で

述べた高画質化に加えて，地上デジタル放送受信への

対応を図っている。著作権保護などの機能を含め，12セ

グメント放送と1セグメント放送の両方に対応したソリュー

ションをパソコンで実現し，付加価値を高めている。

また，テレビ視聴に関して，独自のアルゴリズムで長時

間番組を短時間で視聴できるオート映像ダイジェスティン

グ機能などの使い勝手を向上させるためのアプリケー

ションをいっそう強化していく考えである。

4.4 共通プラットフォームの構築
前述した各種デジタル家電製品を短期間で効率的に

開発するためには，デジタルAV処理用に特化したシス

テムLSIと，組込みソフトウェアを統合した組込みシステ

ム（プラットフォーム）の開発が重要となる。

日立製作所は，デジタル家電に不可欠な，さまざまな

知的財産と，これまでに開発してきた豊富なソフトウェア

資産を保有している。これら使用実績がある信頼性の

4
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西暦年度 

社会イベント 

技術情勢 

技術開発のポイント 

薄型テレビ 

BBパソコン 

HDD/DVD 
アプライアンス 

2005 2006 2007 2008 2009～ 

ハイビジョン全面展開と共通プラットフォーム 

高コントラスト・省電力化 

大容量化 新メディア対応 

高画質化・長時間記録 

AV融合・高画質化 

インテリジェンス化 

地上デジタル放送 ▲1セグメント放送 

▲ 
冬季五輪 

▲ 
ドイツサッカーW杯 

▲ 
北京五輪 

▲DTCP－IP バージョン1.1 ▲IEEE 802 11n ▲4G携帯電話 
（100 Mビット/s） ▲DLNA バージョン1.5▲DLNA バージョン2.0

地上デジタル放送全国展開 2011年アナログ放送停波▲ 

注：略語説明 DTCP-IP（Digital Transmission Content Protection over Internet Protocol）
DLNA（Digital Living Network Alliance），AV（Audio-Visual）
4Ｇ（4th Generation）

図3 主要製品の技術開発の流れ
高画質，使い勝手向上に取り組み，その後，インテリジェンス化を推進していく。
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く番組推薦技術などを有機的に融合した制御システム

であり，将来的にAV機器内に組み込むことにより，ユー

ザーの使い勝手向上を図っていく。

5.3 その他の技術開発
日立製作所は，セキュリティ社会の実現に向けて，パ

ソコンのHDDレス化，個人認証の適用を強化したセ

キュリティパソコンの展開を強化していく。個人認証とし

ては指静脈認証などの生体認証に注力し，モジュール
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おわりに

ここでは，将来のデジタル家電製品を支える先進技術

の概要と，今後の展開について述べた。

日立製作所は，ここで述べた先行技術と，製品横断

的な共通プラットフォームの開発を通して，開発効率の向

上とコストパフォーマンスの高いシステムの構築を目指し

ていく。また，業界をリードする使い勝手機能やユー

ザーインタフェース技術の向上を進め，次々世代に向け

た新しい価値の創造につなげていく考えである。
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コンポーネント指向プラットフォーム 

•複数HDコンテンツストリーミング 

•著作権保護…DTCP－IP準拠 
•機器間相互接続…DLNA準拠 

•知的ユーザーインタフェース 
•音声認識・合成 
•顔認証 
•データマイニング 
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図4 将来の家庭内ネットワーク環境の概念
コンポーネント指向プラットフォームを中心に，HDコンテンツを自由に扱える

ネットワーク環境の構築と知的ユーザーインタフェースにより，快適な操作性を
実現する。


